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2020（令和２年）４月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

全全建建愛愛知知LLIINNEE
公公式式アアカカウウンントトははじじめめままししたた！！

おお友友だだちち追追加加方方法法

①①QQRRココーードドでで
追追加加
②②IIDD検検索索でで追追加加
@nai4725p

令
和
２
年
度
の
健
康
保
険
証

を
お
送
り
し
ま
し
た

中
建
国
保
に
加
入
の
皆
様
が

現
在
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
今
年
の
三
月
末

日
で
す
。

有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
例
年
所
属
す
る
各
支

部
に
て
健
康
保
険
証
交
換
会
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国

内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
現
状
を

受
け
、
三
月
下
旬
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
「
健
康
保
険
証
交
換

会
」
は
中
止
し
ま
し
た
。

新
年
度
（
令
和
二
年
四
月
～
）

の
健
康
保
険
証
は
各
世
帯
宛
に

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
お
受
け
取
り

で
な
い
方
は
お
早
め
に
お
受
け

取
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
切
れ

の
古
い
健
康
保
険
証
は
組
合
ま

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
あ
わ
せ
て
「
賃
金
実
態
調

査
用
紙
（
黄
色
／
三
月
号
キ
ャ

ロ
ッ
ト
に
同
封
）
」
に
つ
い
て

も
、
ご
回
答
の
上
、
返
送
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
…

郵
便
局
の
配
達
員
が
不
在
連

絡
票
を
置
い
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
都
合
の
い
い
日
時
に
再

配
達
を
希
望
さ
れ
る
か
、
ま
た

は
直
接
所
管
の
郵
便
局
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が
過

ぎ
た
場
合
は
…

郵
便
局
へ
の
連
絡
が
遅
れ
る

な
ど
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
間

（
七
日
間
）
が
過
ぎ
た
場
合
、

健
康
保
険
証
は
組
合
に
返
送
さ

れ
ま
す
。

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
新

年
度
の
健
康
保
険
証
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

①
組
合
（
本
部
事
務
所
）
の
窓

口
で
交
換

期
限
切
れ
の
古
い
健
康
保

険
証
と
印
鑑
（
認
め
印
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
で
の
交
換

五
百
二
十
円
分
の
切
手
と

期
限
切
れ
の
古
い
健
康
保
険

証
を
組
合
（
本
部
事
務
所
）
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
（
直
接
手
渡
し
）

に
て
新
年
度
の
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

充充実実ししたた保保険険制制度度はは
今今年年度度もも継継続続ししまますす

いつも安心は中建国保から…
二
月
二
十
日
（
木
）
～
二
十
一

日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
、
中
建
国

保
第
百
十
八
回
組
合
会
で
、
令

和
二
年
度
事
業
計
画
と
歳
入
歳

出
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
健
康
保
険
料
等

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

三
月
二
十
七
日
（
金
）（
四
月

分
健
康
保
険
料
等
）
よ
り
、
新
保

険
料
で
引
落
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
保
険
料
等
の
内
訳
は
、

三
月
中
旬
に
窓
あ
き
封
筒
／
水

色
で
発
送
し
ま
し
た
「
自
動
引

落
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
は
、
か
か
っ
た

医
療
費
や
皆
さ
ん
の
収
入
な
ど

を
総
合
的
に
格
付
け
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
維
持
、
ま
た
は
引

き
下
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国

に
対
す
る
ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名

運
動
と
医
療
費
を
節
約
す
る
な

ど
の
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
努

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自自
己己
負負
担担
額額
はは

一一
万万
七七
千千
五五
百百
円円
まま
でで

今
年
度
も
償
還
金
制
度
は
、

七
十
歳
未
満
の
組
合
員
本
人
が

医
者
に
か
か
っ
た
時
、
一
ヵ
月

の
自
己
負
担
額
は
「
一
万
七
千

五
百
円
」
ま
で
と
な
り
ま
す
。

一
ヵ
月
（
一
日
～
月
末
ま
で
）

の
中
で
、
一
つ
の
医
療
機
関
で

の
自
己
負
担
額
が
一
万
七
千
五

百
円
を
超
え
た
分
は
、
償
還
金

と
し
て
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
か
ら
の
請
求
書
単

位
（
レ
セ
プ
ト
一
枚
単
位
）
と
な

り
、
入
院
分
、

外

来

分
、
院

外
調
剤
分
は

合
算
さ
れ
ま

せ
ん
。

健
康
保
険

適
用
外
や
診

療
内
容
に
よ

り
、
払
い
戻

し
の
対
象
に

な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

資
格
取
得
月

よ
り
三
ヵ
月

間
は
対
象
と

な

り

ま

せ

ん
。
七
十
歳

以
上
の
方
は

償
還
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。安安

心心
・・
充充
実実
のの

保保
障障
制制
度度
はは
継継
続続

市
町
村
国
保
に
は
な
い
傷
病

手
当
金
制
度
で
は
、
入
院
時
に

一
日
八
千
円
。
入
院
外
に
は
一

日
最
高
四
千
円
が
保
障
さ
れ
、

万
が
一
の
時
の
生
活
保
障
が
あ

り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
三
年
を
単
位

と
し
て
入
院
・
入
院
外
そ
れ
ぞ

れ
四
十
五
日
（
変
更
前
は
四
十

日
）
を
限
度
と
し
た
支
給
と
な

り
拡
充
し
ま
し
た
。
（
連
続
し

た
五
日
以
上
の
休
業
を
対
象
と
し
、

休
業
一
日
目
か
ら
支
給
開
始
）

申
請
に
は
、
医
療
機
関
の
証

明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

同
一
傷
病
で
あ
る
か
な
い
か

は
問
い
ま
せ
ん
。

【
支
給
対
象
外
と
し
て
】

�
資
格
取
得
日
よ
り
九
十
日
間

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
労
働
災
害
・
第
三
者
行
為
・

自
損
事
故
・
自
傷
行
為
等
の

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
今
年
度
よ
り
、
育
児
休
業
を

取
得
し
た
組
合
員
に
つ
い
て

は
、
子
が
一
歳
に
な
る
前
月

ま
で
、
最
長
一
年
間
の
保
険

料
の
納
入
を
免
除
さ
れ
る
こ

と
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

◎
「
健
康
保
険
」
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
保
険
料
」
の
保

険
料
徴
収
被
保
険
者
は
、
三

歳
～
七
十
四
歳
ま
で
の
方
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
家

族
六
人
目
以
降
は
徴
収
い
た

し
ま
せ
ん
。

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
保

険
料
を
徴
収
せ
ず
、
義
務
教

育
就
学
前
ま
で
は
八
割
給
付

に
な
り
ま
す
。

◎
「
介
護
保
険
料
」
の
保
険
料

徴
収
被
保
険
者
は
、
第
二
号

被
保
険
者
／
四
十
歳
～
六
十

四
歳
ま
で
の
方
に
な
り
ま

す
。

◎
七
十
歳
以
上
の
方
は
二
割
負

担
と
な
り
ま
す
。
（
但
し
、

現
役
並
み
所
得
者
は
三
割
負

担
）
。

令和２年度／月額保険料等一覧

全建愛知第48回定期大会告示
次のとおり、「全建愛知第48回定期大会」を開催します。

日 程 2020年６月21日（日）

会 場 名古屋国際会議場

名古屋市熱田区熱田西町１番１号

議 題 �第47期経過報告 �第47期決算報告

�第48期運動方針案 �第48期予算案

�功労者表彰 �その他

代議員 大会議事運営規程により、各支部へ通達

備 考 新型コロナウイルスの影響により、会場等の変

更がある場合があります。最新情報は、組合ホー

ムページをご覧ください。

介護保険料

（前年度比）

3,800円

（+100円）

3,800円

（+100円）

3,200円

（+100円）

2,700円

（+100円）

2,700円

（+100円）

－

－

－

介護保険料

（前年度比）

－

－

－

2,200円

（据え置き）

－

後期高齢者支援金分保険料

（前年度比）

4,200円

（+100円）

4,200円

（+100円）

3,600円

（+100円）

3,200円

（据え置き）

3,200円

（据え置き）

2,300円

（据え置き）

2,200円

（据え置き）

2,100円

（据え置き）

後期高齢者支援金分保険料

（前年度比）

－

1,700円

（据え置き）

1,700円

（据え置き）

1,700円

（据え置き）

1,700円

（据え置き）

健康保険料

（前年度比）

17,000円

（+500円）

16,700円

（+200円）

14,100円

（+200円）

11,700円

（+200円）

11,700円

（+200円）

9,000円

（据え置き）

7,000円

（据え置き）

5,000円

（据え置き）

健康保険料

（前年度比）

－

2,500円

（据え置き）

2,800円

（据え置き）

2,900円

（据え置き）

2,900円

（据え置き）

年齢と就業形態

30歳以上の

法人事業所の事業主

30歳以上の

個人事業所の事業主

30歳以上の

一人親方

30歳以上の

法人事業所の従業員

30歳以上の

個人事業所の従業員

25歳以上

30歳未満

20歳以上

25歳未満

20歳未満

家族年齢

３歳未満

（３歳未満家族）

３歳以上６歳未満

（就学前家族保険料）

６歳以上２３歳未満

（若年家族保険料）

２３歳以上７０歳未満

（成人家族保険料）

７０歳以上

（高齢家族保険料）

種別

法人

第１種

第１種

第２種

法人

第３種

第３種

第４種

第５種

第６種

組合員

１名につき

家族

１名につき



要要
予予
約約

①①
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合
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�
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（２）2020年（令和２年）４月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

病病気気のの早早期期発発見見・・早早期期治治療療ののたためめにに

年年にに１１度度はは健健康康診診断断をを受受診診ししよようう
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
三
・
〇
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

中
建
国
保
加
入
の
組
合
員
と

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
積
極
的
に

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
よ
う
。

健健
康康
診診
断断
のの受受

診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本
人

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日

法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診
を

実
費
負
担
な
し
で
受
診
で
き
ま

す
。

健健
診診
項項
目目

右右
のの
健健
診診
項項
目目
一一
覧覧
をを
ごご
確確

認認
くく
だだ
ささ
いい
。。

適適
用用
除除
外外
のの

従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
中
建
国
保

は
、
特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
協
力
費
と
し
て
上
限
一
万

一
千
円
を
支
払
い
ま
す
。
ま

た
、
契
約
医
療
機
関
健
診
の
受

診
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま
た

は
五
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
個
人
事
業
所
で
健
保
適
用

除
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事

業
所

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

上
表
「
①
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択

し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
二

週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓

口
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
す
。

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加

（
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
等
）
は
可
能
で
す
が
、

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
自
己
負

担
、
当
日
払
い
に
な
り
ま
す
。

②②
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」
以
外

で
受
診
し
た
場
合
、
中
建
国
保

の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ
る
前
に
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

補補
助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含

ん
だ
①
～
②
の
健
診
を
受
診
し

た
場
合
、
上
限
一
万
一
千
円
ま

で
補
助
し
ま
す
。

③③
節節
目目
健健
診診

年
度
中
に
四
十
歳
、
四
十
五

歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、
六

十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
が
、
基
本

健
診
、
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
が
ん
検
診
、
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
（
人
間
ド
ッ
ク
を
含
む
）
を

含
む
費
用
が
三
万
円
以
上
の
健

診
の
場
合
、
健
診
費
用
に
応
じ

て
補
助
を
し
ま
す
。
健
診
費
用

が
三
万
円
以
上
四
万
円
未
満
の

場
合
、
補
助
額
は
一
万
五
千

円
。
四
万
円
以
上
の
場
合
、
二

万
円
に
な
り
ま
す
。

※
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ
る
前
に
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

備備
考考

※※
集集
団団
健健
診診
はは
六六
月月
かか
らら
開開
催催

予予
定定
でで
すす
。。
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ

イイ
ルル
スス
対対
策策
のの
たた
めめ
、、
変変
更更

のの
可可
能能
性性
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

①契約健診機関一覧表 【年度内随時】

契
約
健
診
機
関
は

月
か
ら
利
用
で
き
ま
す

※受診希望日の２週間前までに、「契約健診機関」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断機関になります。ご注意ください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンデータやフィルムを組合までご提出ください。

健健診診項項目目一一覧覧

【基本健診項目】
■問診

自覚症状・既往歴・生活習慣

■理学的検査

視診・触診・打診・聴診

■身体測定

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲

■血圧測定

■血液検査

血 小 板・ＭＣＶ・ＭＣＨ・ＭＣ

ＨＣ・中性脂肪・ＨＤＬコレス

テ ロ ー ル・ＬＤＬコ レ ス テ

ロ ー ル・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ―

ＧＴＰ・ＨｂＡ１Ｃ・空腹時

血糖または随時血糖

■尿検査

尿潜血・ウロビリノーゲン・尿

糖・尿たんぱく

【労働安全衛生法の追加項目】
・胸部直接レントゲン

・視力・聴力・心電図

・血液検査（ＲＢＣ・Ｈｂ・Ｈｔ）

【がん検診】
大腸がん検診（２日法）

【追加項目】
・尿酸

石綿（アスベスト）の
健康影響調査の対象者
が変わります。

過去にアスベストが使われた建物の取り壊

しが増えており、今後アスベスト曝露者の増

加が懸念されます。また、個人情報保護法の改

正も踏まえ対象者を見直すこととなりました。

原則、集団健診と指定の契約医療機関で健

診を受診した、過去にアスベスト曝露が疑わ

れる40歳以上の組合員の胸部Ｘ線写真を再

読影することとします。40歳未満の組合員

は過去に同意いただいた方については、引き

続き再読影を実施します。

再読影を希望される方の「同意書を取る方

式」から、「同意しない方から不同意の届け

出を出していただく方式」に変更することと

し、「原則、40歳以上の組合員全員の再読影

を行うこと」となりました。

再読影を希望されない場合は、アスベスト

対策事務局までお知らせください。

注

意

事

項

予約受付時間

月～金曜日8：50～17 : 00

土曜日8：50～12：00

月～金曜日
9：00～16 : 30

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）9：00～13 : 00

火～土曜日
9：00～17 : 00

月火水金曜日9：00～19 : 00
木土曜日9：00～11 : 30担当：高見

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 30

月～金曜日8：30～17 : 00
土曜日8：30～11 : 00

月～金曜日9：00～17 : 00
土曜日9：00～11 : 00

月～金曜日
9：00～17 : 00

月～金曜日9：00～17 : 30
土曜日9：00～12 : 30

月～金曜日10：00～17 : 00
土曜日10：00～14 : 00

月～金曜日8：30～17 : 30
土曜日8：30～12 : 30

火～土曜日
8：30～16 : 00

月～土曜日
8：30～17 : 00

月～金曜日8：00～18 : 00
土曜日8：00～17 : 00

月～水・金曜日8：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日8：30～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～水・金・土曜日
9：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-481-9191

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111）

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F

名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

名古屋セントラルクリニック

国際セントラルクリニック

大名古屋ビルセントラルクリニック

和合セントラルクリニック

オリエンタル労働衛生協会

オリエンタル蒲郡健診センター

三河安城クリニック

ライフ健康クリニック

瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKCウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

４

※
食
事
は
前
日
の
午
後
九
時
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で
、
水
以
外
の
摂
取
は
お

や
め
く
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
清

涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を

与
え
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
健
診
補
助
は
年
度
内
①
～
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
な
り

ま
す
。
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2020年（令和２年）４月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

民
法
改
正
に
よ
る
、
請
負
契

約
（
ト
ラ
ブ
ル
予
防
対
策
）
と

し
て
、
従
来
の
請
負
契
約
書
の

見
直
し
（
契
約
不
適
合
）
や
、

口
頭
で
の
契
約
リ
ス
ク
、
保
証

限
度
額
の
設
定
な
ど
、
不
測
に

備
え
た
対
策
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

そ
こ
で
、
民
法
改
正
に
対
応

し
た
全
建
総
連
版
「
工
事
請
負

契
約
書
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
「
書
式
・

署
名
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
よ
り
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

�//w
w

w
.z
e
n
k
e
n

s
o
re

n
.o

rg
/
d
l_
p
a
g
e
/

・
【
旧
約
款
・
比
較
表
】
工
事

請
負
契
約
約
款
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・
工
事
請
負
契
約
書
（
二
〇
二

〇
年
三
月
改
定
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・
工
事
請
負
契
約
書
別
添
第
一

～
三
号
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

・
工
事
請
負
契
約
書
別
添
第
四

～
六
号
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

ま
た
、
全
建
総
連
の
工
事
請

負
契
約
書
は
新
築
住
宅
用
で
す

が
、
民
法
改
正
対
応
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
用
の
工
事
請
負
契
約

書
に
つ
い
て
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
協
議
会
」
が
Ｈ
Ｐ
を
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

h
ttp

�//w
w

w
.j-re

fo
rm

.

c
o
m

/

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
更
新
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

更
新
手
続
き
書
類
は
、
組
合

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
受
付
い
た

し
ま
す
。

期
日
内
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
窓
口
受
付
に
必
要
な
書
類
】

①
ご
郵
送
し
ま
し
た
「
更
新
書

類
一
式
」

②
会
社
の
「
ゴ
ム
印
」「
実
印
」

（
個
人
事
業
主
は
「
個
人
の
認

印
」
）

③
平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
令

和
二
年
三
月
末
ま
で
に
終
了

し
た
「
元
請
工
事
台
帳
」

④
平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
令

和
二
年
三
月
分
ま
で
の
、
従

業
員
の
「
賃
金
台
帳
」

※
休
日
受
付
の
実
施

平
日
以
外
に
も
年
度
更
新
受

付
を
休
日
に
行
い
ま
す
。

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

四
月
十
九
日
（
日
）

■
時
間

午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
場
所

全
建
愛
知
本
部
事
務
所

事事
業業
所所
のの
労労
働働
保保
険険

（（
労労
災災
・・
雇雇
用用
））

年年
度度
更更
新新
にに
つつ
いい
てて

民民
法法
改改
正正
にに
対対
応応
しし
たた

全全
建建
総総
連連
版版「「
工工
事事
請請
負負
契契
約約
書書
」」

ＨＨ
ＰＰ
よよ
りり
ダダ
ウウ
ンン
ロロ
ーー
ドド

ごご
活活
用用
くく
だだ
ささ
いい

令令和和２２年年度度のの
雇雇用用保保険険料料率率のの
変変更更ははあありりまませせんん

前年度と同じ料率で雇用保険料を計算し、給料から控除して

ください。（料率は、下記の表でご確認ください）

※令和２年４月以降雇用保険料の免除措置が廃止になります。

令和２年4月分の給与からは全員の被保険者より保険料を控

除してください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
皆
様
の
仕
事
に
深
刻
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
特
に
水
回
り
や

キ
ッ
チ
ン
関
係
の
設
備
機
器
の

納
期
遅
れ
等
に
よ
り
工
期
に
遅

れ
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補

助
金
の
次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト

に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

中
国
の
製
造
企
業
の
操
業
停

止
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
国
内
の

民
間
住
宅
建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム

現
場
へ
の
特
に
住
設
機
器
関
係

の
供
給
障
害
が
発
生
、
建
材
設

備
メ
ー
カ
か
ら
は
配
送
遅
延
、

出
荷
停
止
、
受
注
停
止
通
知
が

建
設
事
業
者
に
随
時
送
ら
れ
て

い
ま
す
。

先
の
見
通
し
が
不
透
明
な
中

で
、
今
後
、
事
態
が
長
引
け
ば
、

状
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
工
務
店
が
急
い
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
顧
客
（
施
主
）
対
応
で
、
後
々

の
ク
レ
ー
ム
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
意
味
で
も
、
ま
ず
は

顧
客
に
状
況
を
告
知
し
、
工
期

変
更
の
「
合
意
書
」
を
取
り
交

わ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
現
場
の
工
期

遅
延
へ
の
対
策
と
し
て
、
地
域

建
設
業
に
お
い
て
は
契
約
対
策

と
し
て
「
顧
客
へ
の
告
知
と
合

意
書
の
取
り
交
わ
し
」
が
大
切

で
す
。

匠
総
合
法
律
事
務
所
の
秋
野

弁
護
士
作
成
の
設
備
機
器
の
納

入
遅
れ
等
に
よ
る
工
期
変
更
の

「
合
意
書
」
の
ひ
な
型
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
「
合
意
書
」
は
新
建
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

工
期
へ
の
影
響
と

発
注
者
と
の
合
意
書

「
顧
客
へ
の
告
知
と
合
意
書
の
取
り
交
わ
し
」

が
大
切
で
す

〈令和３年３月分までの雇用保険料率〉

月々の計算例（建設業）
総支給額が30万円の場合

300,000円×４／1000=1,200円

これが従業員の給与天引き分です。お給料が変われば、保険料も

変わります。毎月計算してください。

令令和和２２年年度度のの
労労災災保保険険率率のの変変更更はは

あありりまませせんん
労災保険率は、厚生労働大臣が業種ごとに定めており、事故

が多い業種では保険料が上昇し、事故が少ない業種では保険料

が下がるように、それぞれの業種の過去３年間の災害発生状況

などを考慮し、原則３年ごとに改定されています。

令和２年度は改定がないため、令和２年４月からの主な労災

保険率は、以下のとおりとなります。

四
〜
五
月（
繁
忙
期
）の

郵
送
で
の
提
出
書
類

健
康
保
険
証
に
関
す
る
各
種
手
続
き

例
年
四
～
五
月
に
か
け

て
、
住
所
変
更
・
扶
養
家
族

の
就
職
に
関
す
る
家
族
喪
失

等
の
届
出
書
類
が
集
中
す
る

時
期
と
な
り
、
健
康
保
険
・

共
済
係
宛
の
郵
送
に
よ
る
届

出
が
増
大
し
ま
す
。

郵
送
で
受
付
し
ま
し
た
書

類
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
返
し
に
二
週
間
程
度

見
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
窓
口
を

ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
合

健
康
保
険
・
共
済
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

住所変更の届出を
組合から、毎月キャロット等

の郵便物を送付しています。

しかし、お引越しや区画整理

等で住所が変更された場合、組

合からの郵便物が届かず、戻っ

てきています。

住所変更の際は、速やかに組

合までご連絡ください。

従業員負担率

４／1000
３／1000

事業主負担率

８／1000
6／1000

事業内容

建設の事業
一般の事業

労災保険率

９／1000

９.５／1000

1２／1000

６.５／1000

1５／1000

業 種

舗装工事業

建築事業（既設建築物設備２事業除く）

既設建築物設備工事業

機械装置の組立または据付の事業

その他の建築事業
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■
死
亡
弔
慰
金

組
合
員
本
人
・
配
偶
者
（
法

に
定
め
ら
れ
た
配
偶
者
）
・
子

（
生
計
を
一
に
す
る
未
婚
の
子

に
限
る
）
・
親
（
同
居
別
居
問

わ
ず
、
配
偶
者
の
親
も
含
む
）

が
亡
く
な
っ
た
と
き
。

■
住
宅
災
害
見
舞
金

火
災
等
（
火
災
・
破
裂
・
爆

発
・
航
空
機
の
墜
落
）
や
自
然

災
害
（
風
水
害
等
・
地
震
・
噴

火
等
）
で
住
宅
が
損
壊
・
浸
水

し
た
と
き
。

■
重
度
障
害
見
舞
金

組
合
員
本
人
が
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
（
全
労
済
）
規
定
の

重
度
障
害
認
定
を
受
け
た
と
き
。

※
重
度
障
害
見
舞
金
の
支
給
を

受
け
た
場
合
、
本
人
死
亡
弔

慰
金
は
不
支
給
と
な
り
ま

す
。

■
入
院
手
当
金（
※
１
※
２
）

組
合
員
本
人
が
連
続
し
て
二

日
以
上
入
院
し
た
と
き
。

※
１

年
齢
に
よ
っ
て
共
済
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

※
２

加
入
後
九
十
日
を
経
過

し
た
組
合
員
が
対
象
。

年
度
を
単
位
と
し
て
、

入
院
一
日
目
か
ら
最
高

二
十
日
を
限
度
と
し
て

支
給
。

【
不
支
給
事
項
】

①
業
務
上
（
仕
事
）
に
よ
る
も

の
②
第
三
者
行
為
（
暴
力
行
為
に

よ
る
負
傷
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る

負
傷
、
食
中
毒
等
）
に
よ
る

も
の

③
自
殺
行
為
・
自
傷
行
為
等
に

よ
る
も
の

④
交
通
事
故
等
に
よ
る
も
の

⑤
犯
罪
に
起
因
す
る
も
の

⑥
検
査
入
院
及
び
、
日
帰
り
入

院
等
、
一
日
の
み
の
入
院
に

よ
る
も
の

■
成
人
祝
金

組
合
員
本
人
が
二
十
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

■
結
婚
祝
金

組
合
員
本
人
が
ご
結
婚
さ
れ

た
と
き
。

■
出
産
祝
金

組
合
員
本
人
、
ま
た
は
配
偶

者
が
ご
出
産
さ
れ
た
と
き
。

■
小
学
入
学
祝
金

お
子
様
が
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。

■
中
学
入
学
祝
金

お
子
様
が
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。

■
敬
老
祝
金

組
合
員
本
人
が
七
十
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

■
資
格
取
得
祝
金

組
合
員
本
人
が
対
象
資
格
を

取
得
し
た
と
き
。

※
対
象
資
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
「
二
〇
二
〇
年
度
全

建
愛
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
／
組

合
共
済
制
度
（
十
二
ペ
ー

ジ
）
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

速速
やや
かか
なな
申申
請請
をを

組
合
共
済
は
自
己
申
請
に
よ

り
給
付
さ
れ
ま
す
。

事
由
発
生
よ
り
二
年
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
本
人

死
亡
弔
慰
金
・
重
度
障
害
見
舞

金
・
住
宅
災
害
見
舞
金
は
事
由

発
生
よ
り
三
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
）

※
申
請
期
限
経
過
後
の
申
請
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

同
封
の
「
組
合
共
済
支
給
申

請
書
」
を
ご
記
入
の
上
、
申
請

書
と
必
要
書
類
を
郵
送
に
て
組

合
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
請
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。）

※
各
種
共
済
金
は
、
受
理
日
の

翌
月
末
頃
に
労
金
口
座
へ
お

振
込
い
た
し
ま
す
。

※
組
合
員
本
人
の
死
亡
弔
慰

金
・
重
度
障
害
見
舞
金
、
住

宅
災
害
見
舞
金
の
申
請
用
紙

は
別
用
紙
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
の
際
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
請
の
方
法
・
必
要
書
類
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
し
く
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
健
康
保
険
・
共
済
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
春
、
小
学
校
一
年
生
・

中
学
校
一
年
生
と
な
る
お
子
様

へ
組
合
か
ら
小
学
入
学
祝
金
一

万
円
、
中
学
入
学
祝
金
五
千
円

が
贈
ら
れ
ま
す
。

昨
年
、
小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
の
お
子
様
で
未
申
請
の
方

も
、
こ
の
機
会
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

組
合
共
済
制
度
と
は
、
全
建
愛
知
に
加
入
す
る
と
組
合
員
全
員
の
方
が
組
合
共
済
制

度
の
対
象
者
と
な
り
、
自
己
申
請
に
よ
り
給
付
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
共
済
制

度
で
す
。
毎
月
二
十
七
日
に
引
落
さ
れ
て
い
る
組
合
費
二
千
四
百
円
の
中
に
、
こ
の
組

合
共
済
掛
金
が
含
ま
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

令令和和２２年年度度

全全
建建
愛愛
知知
／／
組組
合合
共共
済済
制制
度度
のの
ごご
案案
内内

充充
実実
しし
たた
制制
度度
でで
安安
心心

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
生

活
習
慣
病
予
防
の
観
点
よ
り
特

定
健
康
診
断
及
び
、
そ
の
結
果

に
基
づ
く
特
定
保
健
指
導
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

中
建
国
保
愛
知
県
支
部
で
も

四
十
歳
以
上
の
健
康
診
断
受
診

者
の
中
か
ら
、
腹
囲
の
測
定
な

ど
に
よ
り
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
か
ら
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
方
々
を
対
象
に
、
特
定
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
は
、
重
度
の

病
気
に
か
か
る
前
に
予
防
や
改

善
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
結
果
、
医
療
費

の
削
減
に
つ
な
が
り
保
険
料
を

抑
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
二
月
二
十
四
日
（
祝

／
月
）
全
建
愛
知
会
館
、
三
月

一
日
（
日
）
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
で
管
理
栄
養
士
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
を
行
い
、
両
日
で

七
人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。参

加
し
た
組
合
員
は
、
「
以

前
か
ら
、
毎
年
受
診
し
て
い
る

健
康
診
断
の
結
果
の
数
値
が
高

く
、
い
つ
か
食
生
活
を
見
直
さ

な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
ダ
メ
だ
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
普
段
の
生
活
は
、
食

べ
た
い
だ
け
食
べ
、
飲
み
た
い

だ
け
飲
む
と
い
う
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
定

保
健
指
導
を
受
け
、
先
生
か
ら

分
か
り
や
す
く
楽
し
く
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

期
に
今
後
は
無
理
の
な
い
よ
う

長
期
の
目
標
を
た
て
、
少
し
ず

つ
食
生
活
を
改
善
し
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
」
と
、

意
欲
的
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
で
は
定
期
的

に
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
、

組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の

生
活
習
慣
病
予
防
に
積
極
的
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

【
久
田
書
記

記
】

特特
定定
保保
健健
指指
導導
実実
施施

無無
理理
のの
なな
いい
よよ
うう

長長
期期
的的
にに
食食
生生
活活
をを
見見
直直
すす

管理栄養士による特定保健指導

小小
学学
校校
・・
中中
学学
校校
入入
学学

おお
めめ
でで
とと
うう

速速
やや
かか
にに
手手
続続
きき
をを
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二
月
二
日
（
日
）
守
山
支
部
は

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
初
詣
レ
ク

で
伊
勢
神
宮
に
出
掛
け
ま
し
た
。

今
年
は
、
外
宮
に
参
っ
て
か

ら
内
宮
へ
の
正
式
ル
ー
ト
で
の

参
拝
で
す
。

外
宮
で
は
、
三
つ
石
、
正
式

名
「
川
原
祓
所
」
と
呼
ば
れ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
石

に
手
を
か
ざ
し
て
温
も
り
を
感

じ
て
い
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
な
の
か
マ
ス
ク
を
し
て
い
る

人
が
大
勢
み
え
、
外
国
人
参
拝

者
も
例
年
程
は
見
掛
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

内
宮
で
は
自
由
行
動
と
な

り
、
江
戸
時
代
の
街
並
み
を
再

現
し
た
お
は
ら
い
町
で
食
べ
歩

き
を
満
喫
し
た
り
、
猿
田
彦
神

社
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
り
と
、

皆
さ
ん
た
っ
ぷ
り
あ
る
時
間
を

有
効
に
使
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。今

年
も
組
合
員
さ
ん
が
健
康

で
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
様
、
私
も
手
を
合
わ
せ
て

き
ま
し
た
。

【
北
原
康
博
通
信
員
】

二
月
九
日
（
日
）
、
晴
天
で

風
が
強
く
寒
い
日
で
し
た
が
、

午
前
九
時
三
十
分
に
名
古
屋
駅

西
口
に
十
六
人
の
方
に
懇
親
会

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
浜
町
の
ホ
テ
ル
小
野
浦

へ
、
ホ
テ
ル
か
ら
の
迎
え
の
バ

ス
で
、
ま
ず
先
に
美
浜
の
え
び

せ
ん
べ
い
の
里
へ
向
か
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
ホ
テ
ル
へ
行
き
、

先
に
お
風
呂
で
温
ま
り
ま
し

た
。
自
家
温
泉
に
な
っ
て
お

り
、
す
ぐ
前
が
海
の
せ
い
も
あ

り
少
し
、
し
ょ
っ
ぱ
い
黄
色
い

温
泉
で
し
た
。

正
午
か
ら
皆
さ
ん
期
待
の
食

事
会
で
す
。
懇
親
会
に
舟
盛
り

も
あ
り
新
鮮
な
海
の
幸
、
魚
の

煮
付
け
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
と
美
味

し
い
料
理
に
舌
鼓
。
会
食
し
な

が
ら
、
シ
ニ
ア
倶
楽
部
の
組
合

員
さ
ん
と
の
会
話
に
花
が
咲

き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

帰
り
に
知
多
半
島
の
魚
太
郎

へ
寄
り
、
各
自
お
土
産
の
魚
類

を
買
っ
て
、
お
魚
づ
く
し
の
一

日
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。夕

方
、
無
事
に
帰
名
し
ま
し

た
。

【
柴
田
幹

記
】

中
村
支
部
シ
ニ
ア
倶
楽
部
／
懇
親
会

守
山
支
部
／
伊
勢
神
宮
初
詣

新
鮮
な
魚
と
舌
鼓

健
康
で
豊
か
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…

すごい人混みです

温もりを感じる

二
月
十
六
日
（
日
）
昭
和
支

部
は
、
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル
で
支
部

総
会
と
青
年
部
主
催
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
、
六
十
八
人
・

お
子
さ
ん
も
十
数
人
と
た
く
さ

ん
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト

と
同
時
に
賑
や
か
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
っ
た
と
喜

び
、
次
は
ガ
ー
タ
と
な
り
、
大

笑
い
。
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
行
か

ず
ガ
ッ
カ
リ
。

二
ゲ
ー
ム
の
後
半
に
な
る
と

疲
れ
も
出
始
め
ガ
ー
タ
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。場

所
を
変
え
、
総
会
で
は
来

賓
挨
拶
の
後
、
元
年
度
経
過
報

告
、
決
算
報
告
な
ど
あ
り
、
間

違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
目
の
前

の
ご
馳
走
も
あ
っ
と
言
う
間
に

な
く
な
り
、
結
果
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

一
位
は
三
百
十
八
点
の
ス
コ

ア
を
出
し
た
加
藤
由
美
子
さ

ん
。
以
下
、
全
員
に
賞
品
が
渡

り
、
親
子
で
参
加
し
た
平
山
さ

ん
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

次
は
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
ま

し
た
。

【
佐
藤
詔
子
通
信
員
】

昭
和
支
部
／
支
部
総
会
＆
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

や
っ
た
、ス
ト
ラ
イ
ク

それ～

二

月

十

六

日

（
日
）
、
中

建

国

保
補
助
の
健
康
体

力
作
り
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
コ
ロ
ナ

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル

小
牧
店
に
て
、
組

合
員
と
ご
家
族
十

九
人
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
久
し
振
り
の
方
が
多

く
、
初
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

で
す
が
、
徐
々
に
ス
ペ
ア
・
ス

ト
ラ
イ
ク
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
歓
声
や
拍
手
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
、
補
助

具
使
用
で
ボ
ー
ル
の
行
方
を
見

て
楽
し
そ
う
で
し
た
。

北
支
部
主
婦
の
会
会
長
補
佐

の
長
瀬
さ
ん
は
、
「
十
五
年
振

り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が

出
た
時
は
大
喜
び
の
様
子
で
し

た
。二

時
間
ほ
ど
で
二
ゲ
ー
ム
が

終
了
し
、
賞
品
の
抽
選
会
が
あ

り
、
一
等
セ
ラ

ミ
ッ

ク

ヒ

ー

タ
ー
は
、
本
多

副
支
部
長
に
当

た
り
ま
し
た
。

二
等
・
三
等
も

豪
華
賞
品
で
当

た
っ
た
方
は
大

喜
び
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
参
加
賞
と
し
て
全
員

に
賞
品
が
出
て
、
皆
さ
ん
「
良

か
っ
た
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
次
回
楽

し
み
で
す
」
と
挨
拶
を
交
わ
し

散
会
し
ま
し
た
。

【
西
原
進
浩
通
信
員
】

北
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
と
拍
手

おめでとうございます

一
週
間
前
の
天
気
予
報
か
ら

日
曜
日
は
、
雨
マ
ー
ク
が
つ
い

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
十
六
日
（
日
）
、

当
日
は
雨
。
し
っ
か
り
降
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
蓬
莱
橋
を

渡
っ
て
か
ら
御
前
崎
海
鮮
な
ぶ

ら
市
場
で
お
寿
司
。
さ
ら
に
久

能
山
で
イ
チ
ゴ
狩
り
で
す
。

世
界
一
長
い
木
造
橋
を
渡
っ

て
、
お
腹
を
空
か
せ
ま
し
た
。

降
り
続
く
雨
。
風
も
強
め
に
吹

く
中
、
皆
ん
な
で
渡
り
、
晴
れ

て
い
れ
ば
富
士
山
が
見
え
る
そ

う
で
す
。

全
員
が
雨
と
気
温
の
低
さ
に

心
と
体
を
震
わ
せ
ま
し
た
が
、

お
昼
ご
飯
は
お
寿
司
。
お
か
わ

り
も
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
満

腹
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
後
は
イ
チ
ゴ
狩

り
。
腹
八
分
目
で
セ
ー
ブ
し
て

い
た
方
も
い
た
の
で
は
。

な
ぶ
ら
市
場
で
は
、
お
土
産

に
シ
ラ
ス
や
桜
海
老
、
静
岡
茶

等
を
買
い
ま
し
た
。

久
能
山
ま
で
の
小
一
時
間

で
、
お
寿
司
を
消
化
し
、
石
垣

イ
チ
ゴ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

十
名
ず
つ
案
内
さ
れ
て
、
甘
く

て
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
を
頬
張
り

ま
し
た
。

中
に
は
、
子
供
の
握
り
拳
ほ

ど
の
大
き
さ
の
イ
チ
ゴ
も
あ
っ

て
、
大
人
も
子
供
も
大
興
奮
の

三
十
分
で
し
た
。

結
局
、
雨
は
一
日
中
降
り
続

き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
体
調

が
心
配
で
し
た
が
、
蓬
莱
橋
を

渡
れ
ば
無
病
息
災
で
長
生
き
で

き
る
と
の
こ
と
、
ま
た
次
回
の

支
部
レ
ク
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
右
谷
香
津
子
通
信
員
】

津
島
支
部
／
静
岡
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
寿
司
食
べ
放
題
の
旅

雨
の
久
能
山

雨の中の蓬莱橋 やったーストライク

とっても美味しい大きなイチゴだよ

本多さん、おめでとうございます
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（６）2020年（令和２年）４月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

「
丸
の
こ
等
取
扱
い
作
業
従

事
者
教
育
」
は
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
建
築
大
工
・
型
枠
大
工
職

で
登
録
す
る
方
が
、
中
堅
技
能

者
に
当
た
る
レ
ベ
ル
２
を
取
得

す
る
上
で
必
要
な
資
格
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
十
年
と

経
験
を
積
ん
で
き
た
ベ
テ
ラ
ン

職
人
で
あ
っ
て
も
こ
の
資
格
が

な
い
と
レ
ベ
ル
２
を
取
得
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
職
し
た
て

の
若
い
職
人
が
今
後
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
必
要
な

資
格
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
で

も
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
こ
と

が
適
正
な
評
価
を
受
け
、
ご
自

身
の
処
遇
改
善
に
繋
が
り
ま

す
。丸

の
こ
等
（
携
帯
用
丸
の
こ

盤
、
携
帯
用
丸
の
こ
、
可
搬
式

丸
の
こ
盤
）
は
建
設
現
場
等
で

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
便
利
な

機
械
で
す
が
、
そ
の
反
面
毎
年

多
数
の
労
働
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
重
篤
な
災

害
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
全
作
業
に
必
要
な
基
本
的

知
識
や
正
し
い
使
用
方
法
を
理

解
し
、
安
全
に
作
業
を
進
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

【
一
回
目
】

五
月
二
十
九
日
（
金
）

午
後
〇
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

【
二
回
目
】

六
月
二
十
六
日
（
金
）

午
後
〇
時
三
十
分
～

午
後
五
時
（
休
憩
含
む
）

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

丸
の
こ
等
（
携
帯
用
丸
の
こ

盤
、
携
帯
用
丸
の
こ
、
可
搬

式
丸
の
こ
盤
）
を
使
用
し
て

行
う
作
業
に
従
事
す
る
方

■
受
講
料

五
千
円

（
テ
キ
ス
ト
含
む
）

※
但
し
受
講
者
が
組
合
員
外

の
場
合

六
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、

開
催
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■
備
考

講
習
会
終
了
後
、
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
�
６
５
９
�
０
２
８
８

建設キャリアアップシステム 「「
丸丸
のの
ここ
等等
取取
扱扱
いい

作作
業業
従従
事事
者者
教教
育育
」」開開
催催
のの
ごご
案案
内内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
予
定
し
て
お
り
ま

す
以
下
の
講
習
を
「
中
止
」
、「
延
期
」
と
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

登登録録基基幹幹技技能能者者ををおお持持ちちのの方方はは、、ゴゴーールルドドカカーードド交交付付のの特特例例措措置置がが
３３月月3311日日ままででのの期期限限かからら９９月月3300日日ままででにに延延長長ししままししたた

登録基幹技能者をお持ちの方で、「建設キャリアアップシステムの申請」

または、「変更申請」がお済でない方は、2020年９月30日までに申請を

すればゴールドカードが発行される特例措置が延長になりました。登録基

幹技能者の皆さん、ぜひ、2020年９月30日までに申請してください。

ＣＣＵＳ未登録の方
◎2020年９月30までにＣＣＵＳ技能者登録をお済ませください（通常

の登録手数料がかかります）。

◎保有資格として、「登録基幹技能者」を必ず登録してください。

◎レベル２・３の資格保有の有無にかかわらず（一財）建設業振興基金か

ら直接ゴールドカード（レベル４）の交付を受けられます。

◎2020年10月１日からは登録基幹技能者であっても新規でＣＣＵＳ技

能者登録を行なった際にはホワイトカード（レベル１）の交付がされ、

能力評価の申請手続き（評価手数料3,000円・カード更新手数料1,000

円）と、下位レベルの資格が別途必要になってきます。

ＣＣＵＳ登録済の方（ホワイトカード取得の方）
◎2020年９月30日までに、自身の技能者ＩＤを用いて建設キャリアアッ

プシステムにログインしていただき、「変更申請」から登録基幹技能者

の追加登録申請を行ってください。

◎ＷＥＢ上にポップアップで出てくるカード再発行の案内に従って、ゴー

ルドカードへの更新申請を行ってください。

◎後日送られてくる審査完了通知後に、再度変更申請画面より支払方法を

選択し、カード更新手数料（1,000円）納付後に、建設業振興基金か

らゴールドカードが発行されます。

◎ゴールドカードへの更新申請は、ＷＥＢ上での申請に限られています。

◎2020年９月30日までにＷＥＢ上で申請を行った分まで特例措置の対

象となります。

期限近くなると、回線が混雑し繋がりにくくなる恐れもありますので、

お早目の対応をお願いいたします。

◎2020年10月１日からは登録基幹技能者であっても、能力評価の申請

手続き（評価手数料3,000円・カード更新手数料1,000円）と、下位

レベルの資格が別途必要になってきます。

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
高
所
作
業
を
行
う
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
平
成
三
十

一
年
二
月
一
日
か
ら
、
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器
具

（
安
全
帯
）
を
使
用
す
る
と
共

に
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上

の
箇
所
に
お
い
て
、
作
業
床
を

設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

で
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使
用

し
て
行
う
作
業
（
ロ
ー
プ
高
所

作
業
を
除
く
）
を
行
う
場
合
に

は
、
特
別
教
育
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
業

務
に
従
事
す
る
者
を
対
象
と
す

る
「
特
別
教
育
」
を
下
記
の
と

お
り
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
是
非
受

講
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
部
省
略
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

実
施
し
ま
せ
ん
。
六
時
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

五
月
二
十
二
日
（
金
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

五
時
／
休
憩
含
む

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
対
象
者

高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の

箇
所
に
お
い
て
、
作
業
床
を

設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

で
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使

用
し
て
行
う
作
業
（
ロ
ー
プ

高
所
作
業
を
除
く
）
を
さ
れ

る
方
。

■
受
講
料

七
千
円

（
テ
キ
ス
ト
含
む
）

※
但
し
、
受
講
者
が
組
合
員

外
の
場
合

九
千
円

■
定
員

三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、

開
催
を
中
止
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

■
備
考

特
別
教
育
終
了
後
、

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
・
問
合

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
２
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６
５
９
�
０
２
８
８

「「
フフ
ルル
ハハ
ーー
ネネ
スス
型型

墜墜
落落
制制
止止
用用
器器
具具
特特
別別
教教
育育
」」開開
催催

労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

学
科
・
実
技
を
計
三
日
間
受

講
し
、
規
程
の
成
績
を
得
た
者

に
技
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程
（
三
日
間
）・
会
場

◎
学
科
・
実
技

五
月
十
六
日
（
土
）

五
月
十
七
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
�
三
�
一
四

◎
実
技

五
月
二
十
四
日
（
日
）

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
�
四
�
四
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
を

六
カ
月
以
上
実
務
経
験
し

た
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上
の

ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
の
補

助
業
務

（
有
資
格
者
の
指
導
確
認
印

が
必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
者
で
、
つ

り
上
げ
荷
重
一
ｔ
未
満
の
ク

レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
業
務

（
事
業
者
証
明
が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

四
月
十
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

玉
掛
け
技
能
講
習
会

瑕瑕
疵疵
担担
保保

保保険険のの加加入入状状況況 行行政政庁庁にに届届出出をを
４４月月２２１１日日ままででにに

住宅瑕疵担保履行法では、新築住宅を引き渡した建設業者等に対

し、年２回の基準日（３月31日・９月30日）ごとに、資力確保措置

の状況を行政庁に届け出ることが義務付けられています。

届出期間は、基準日から３週間以内となっていますので、今回は「４

月21日」が届出手続きの期限です。

４月上旬、保険法人から「①保険契約締結証明書」と「②明細」が

建設業者等に届きますので、内容を確認の上、「②明細」に必要事項

を記載・押印し、この①②をもとに「③届出書」を作成します（国土

交通省のホームページからダウンロードできます）。

①～③を行政庁に送付すれば手続き完了です。

また過去に届出を行っている業者については、前基準日以降の半年

間（10月１日～３月31日）において新築の引き渡しが０件であって

も、「０件の届出」をする義務がありますので、特にご注意ください。
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2020年（令和２年）４月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（７）

春
日
井
支
部
／

わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

■
日
程

五
月
十
日
（
日
）

■
会
場

落
合
公
園

尾
北
支
部
／
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
組
織
拡
大
行
動
）

■
日
程

五
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場

す
い
と
ぴ
あ
江
南

一
宮
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

一
宮
市
尾
西
庁
舎

津
島
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

津
島
市
文
化
会
館

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

海
部
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

尾
張
温
泉
郷
湯
元
館

尾
北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

江
南
市
Ｋ
Ｔ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ

南
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

大
同
特
殊
鋼
健
保
会
館

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

守
山
商
工
会
館

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
日
（
月
）

■
会
場

ガ
ス
ト
弥
富
通
店

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

岡
崎
市
図
書
館
り
ぶ
ら

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

上
名
古
屋
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

高
千
穂

東
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
日
（
日
）

■
会
場

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

緑
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
日
（
日
）

■
会
場

鳴
海
商
工
会
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
五
日
（
金
）

■
会
場

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

春
日
井

中
川
熱
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場

ア
パ
ホ
テ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場

南
陽
交
流
プ
ラ
ザ

長
久
手
支
部
／
支
部
通
信
総
会

※
支
部
員
へ
総
会
資
料
郵
送

小
牧
支
部
／
支
部
総
会

天
白
支
部
／
支
部
総
会

中
村
支
部
／
支
部
総
会

碧
海
支
部
／
支
部
総
会

※
日
程
、
会
場
の
詳
細
は
後
日

お
伝
え
し
ま
す

緑
支
部
／
海
上
釣
堀
大
会

■
日
程

五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場

紀
伊
表
島

正
徳
丸

■
会
費

五
千
円

■
申
込
・
問
合

山
田
ま
で

℡
０
９
０
�
３
８
３
５
�
８
６
２
５

【
注
意
】
今
後
、
予
定
さ
れ
る

前
記
の
各
行
事
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
「
中
止
」
ま
た
は
「
延
期
」

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
部
総
会
及
び
支
部
レ

ク
等
の
日
程
・
会
場
変

更
・
延
期
・
中
止
（
自

粛
）
の
お
知
ら
せ

◎
三
月
号
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
て
、

「
支
部
総
会
予
定
」
、
「
支
部
レ

ク
予
定
」
等
の
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
危
惧
し
、

延
期
及
び
中
止
（
自
粛
）
と
な

り
ま
し
た
。

各
支
部
の
組
合
員
・
ご
家
族

の
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
容
赦
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
程
変
更
・
会
場
変
更
・
延

期
・
中
止
と
な
っ
た
「
支
部
総

会
」
や
「
支
部
レ
ク
」
等
は
、

左
記
に
な
り
ま
す
。

支
部
総
会
予
定

【
日
程
・
会
場
変
更
】

・
瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

・
春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

・
長
久
手
支
部
／
支
部
総
会

【
会
場
変
更
】

・
一
宮
支
部
／
支
部
総
会

・
津
島
支
部
／
支
部
総
会

・
尾
北
支
部
／
支
部
総
会

・
守
山
支
部
／
支
部
総
会

・
北
支
部
／
支
部
総
会

・
緑
支
部
／
支
部
総
会

※
変
更
後
の
会
場
は
上
記
記
載

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
総
会

後
の
懇
親
会
が
中
止
に
な
る

支
部
も
あ
り
ま
す
。

【
延
期
】

・
天
白
支
部
／
支
部
総
会

・
小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

支
部
レ
ク
予
定

【
中
止
】

・
春
日
井
支
部
／
蓬
莱
橋
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
大
井
川
鐵
道

・
中
村
支
部
／
三
方
五
湖

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
の
旅

・
海
部
支
部
／
潮
干
狩
り

支
部
レ
ク
募
集

【
延
期
】

・
中
村
支
部
青
年
部
／

親
睦
一
泊
旅
行

全
建
愛
知
青
年
部
で
は
、
こ

の
一
年
間
の
活
動
経
過
や
決
算

を
報
告
し
、
今
後
の
活
動
方
針

や
予
算
案
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
「
定
期
総
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

四
十
歳
以
下
の
組
合
員
は
、

青
年
部
員
で
す
。
ぜ
ひ
、
第
四

十
八
期
定
期
総
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

青
年
部
員
同
士
、
交
流
を
深

め
、
団
結
力
を
さ
ら
に
強
め
、

組
合
及
び
建
設
業
界
を
活
性
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

五
月
三
十

一
日
（
日
）

受
付

午
後
三
時

開
会

午
後
三
時

三
十
分

■
場
所

全
建
愛
知

会
館

■
会
費

無
料

■
申
込
・
問
合

垣
内
・
中
西
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

青年部

第
４８
期
定
期
総
会
開
催

―
参
加
者
募
集
中
―

昨年の定期総会の様子

シ
ニ
ア
倶
楽
部
が
設
立
さ

れ
、
約
十
二
年
に
な
り
ま

す
。現

在
で
は
、
会
員
の
方
々

に
研
修
旅
行
等
を
通
じ
仲
間

同
士
の
交
流
を
深
め
て
も
ら

い
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
シ
ニ
ア
倶
楽
部
で

は
第
四
十
七
期
の
経
過
や
決
算

を
報
告
し
、
第
四
十
八
期
の
運

動
方
針
案
や
予
算
案
な
ど
、
今

期
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
「
第
四
十
八
期
総

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
組
合
員
さ

ん
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

五
月
二
十
六
日
（
火
）

受
付

午
前
十
時
三
十
分

開
会

午
前
十
一
時

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
会
費

無
料
（
昼
食
付
）

■
備
考

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、

中
止
等
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
申
込
・
問
合

久
田
・
山
田
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

4月 こよみ シニア倶楽部

１日 新年度、新学年、

エープリルフール

４日 清明

６日 春の全国交通安全運動（～15日）

７日 世界保健デー

８日 花まつり

９日 ゴルフ・マスターズ開幕

（米オーガスタ）

16日 ゴルフ・男子ツアー国内開幕戦

18日 発明の日

19日 穀雨、競馬・皐月賞

20日 郵政記念日、米ボストンマラソン

26日 英ロンドンマラソン

29日 昭和の日

７５
歳
以
上
の
組
合
員
さ
ん

第
４８
期
総
会
開
催

ススススススス
タタタタタタタ
ッッッッッッッ
フフフフフフフ
募募募募募募募
集集集集集集集
中中中中中中中

㈱
竹
広
建
設

募
集

■
所
在
地

名
古
屋
市
中
村
区

深
川
町

■
職

種

建
築
大
工

（
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

が
メ
イ
ン
で
す
）

■
年

齢

十
八
歳
～
四
十
歳
位

■
資

格

普
通
自
動
車
運
転

免
許

■
居
住
地

名
古
屋
市
内
及
び

近
郊
在
住
の
方

■
備

考

現
在
他
業
種
で
大
工
仕
事
を

覚
え
た
い
方
、
未
経
験
者
、
経

験
者
歓
迎
、
道
具
貸
制
度
有
り

（
月
給
）
二
十
万
～
四
十
万

※
経
験
・
勤
務
状
況
に
よ
り

ま
す
。

研
修
期
間
有
り
・
各
種
保
険
有

■
連
絡
先

廣
石
ま
で

℡
０
８
０
�
３
６
１
５
�
１
０
１
９

㈱
須
賀
工
業
所
急
募

■
所
在
地

名
古
屋
市
天
白
区

中
平
一
丁
目

■
職

種

作
業
員

■
年

齢

十
八
歳
～
六
十
歳
位

■
資

格

普
通
自
動
車
運
転

免
許

■
居
住
地

名
古
屋
市
内
及
び

近
郊
在
住
の
方

■
備

考

工
場
で
の
金
物
等

の
製
作
と
、
製
作
し
た
品
物

の
現
地
取
付
。

そ
れ
に
付
随
す
る
作
業
を

し
ま
す
。

■
連
絡
先

℡
０
５
２
�
８
０
１
�
２
７
３
４

℡
０
９
０
�
８
７
３
０
�
９
６
１
６

※
注
意

当
組
合
で
は
、
当
事

者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 第47期総会の様子
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◎
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
ぇ

中
学
校
の
桜
の
木
？
ピ
ン
ク

の
花
ざ
か
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
春
が
来
ま
す
ね
。

【
豊
橋
市
／
加
藤
照
幸
さ
ん
】

※
春
は
、も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
ね

◎
五
十
年
ぶ
り
の
再
会

先
日
、
中
学
校
の
同
窓
会
が

あ
り
、
五
十
年
ぶ
り
に
会
っ
た

同
級
生
も
。
会
え
ば
時
間
を
越

え
て
、
子
供
の
頃
に
戻
っ
た
よ

う
で
、
と
て
も
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

【
中
川
区
／
鬼
頭
美
由
紀
さ
ん
】

※
素
敵
な
一
日
で
し
た
ね

◎
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
ヨ

我
が
家
の
愛
犬
が
今
月
十
六

才
に
な
り
ま
し
た
。
耳
は
全
く

聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
毎
日
朝
晩
の

散
歩
が
大
好
き
で
食
欲
旺
盛
で

す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
千
種
区
／
酒
井
洋
子
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
ね
。ワ
ン
ち
ゃ
ん

◎
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
行
っ
て
、

筋
ト
レ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
無

理
し
て
運
動
す
る
と
、
次
の
日

は
筋
肉
痛
で
す
。

【
碧
南
市
／
岩
月
美
智
子
さ
ん
】

※
ボ
チ
ボ
チ
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね

◎
入
庫
あ
り
ま
せ
ん

マ
ス
ク
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
入
庫
あ
り
ま
せ
ん
。
店

頭
の
貼
紙
、
見
て
こ
こ
も
無

い
。
大
丈
夫
か
し
ら
、
こ
の
先
、

心
配
。

【
豊
橋
市
／
山
本
君
子
さ
ん
】

※
い
つ
入
荷
す
る
の
で
し
ょ
う
ね

◎
卒
園
お
め
で
と
う

次
女
が
間
も
な
く
幼
稚
園
を

卒
園
し
ま
す
。
あ
っ
と
言
う
間

の
三
年
間
で
し
た
。
子
供
の
成

長
は
早
い
で
す
ね
。

【
中
川
区
／
塚
本
玲
子
さ
ん
】

※
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね

◎
卒
業
式
、
無
事
で
き
た
よ

娘
の
卒
業
式
。
後
輩
た
ち
の

い
な
い
淋
し
い
卒
業
式
で
し
た

が
、
な
ん
と
か
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

【
中
川
区
／
横
井
三
智
子
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。縮
小
し
て
の
卒
業
式
だ
っ
た
の
で
す
ね

◎
中
止
・
中
止
ば
か
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

の
せ
い
で
、
飲
み
会
は
中
止
に

な
る
し
、
会
合
は
中
止
に
な
る

し
、
遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
は
休

み
に
な
る
し
、
た
ま
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
終
息
す

る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
何
も
か
も
自
粛
ば
か
り
で
す
ね

◎
間
違
っ
た
情
報
に
ご
注
意

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

て
、
デ
マ
に
よ
る
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
不
足
や
陽
性
患
者

の
間
違
っ
た
情
報
な
ど
、
本
当

に
何
を
信
じ
て
よ
い
の
か
、
不

安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

【
中
川
区
／
安
藤
葉
子
さ
ん
】

※
本
当
に
そ
の
通
り
で
す
ね

◎
少
な
い
参
拝
者

伊
勢
神
宮
に
参
拝
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
外
国
の
方
も
少
な

く
、
こ
ん
な
に
人
の
い
な
い
の

は
初
め
て
で
し
た
。

【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
、旅
行
も
控
え
て
い
る
の
で
す
ね

◎
旅
行
お
預
け
で
す

楽
し
み
に
し
て
い
た
韓
国
旅

行
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い

で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
致
し
ま
し

た
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
行
け
る

や
ら
。

【
稲
沢
市
／
野
田
か
よ
子
さ
ん
】

※
残
念
で
し
た
ね
。ま
た
の
楽
し
み
に
し
ま
し
ょ
う

◎
就
職
戦
線
異
状
あ
り

就
活
情
報
が
開
禁
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
企
業
の
説
明
会

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で

続
々
と
中
止
が
決
定
…
不
安
で

す
。

【
春
日
井
市
／
内
田
成
美
さ
ん
】

※
辛
い
で
す
ね
。何
と
か
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

◎
備
蓄
し
て
い
ま
す
よ

我
が
家
で
は
、
巨
大
地
震
に

備
え
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
二
ヶ
月
分
、
常
に
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
パ
ニ
ッ
ク
に

は
驚
き
ま
し
た
。

【
豊
田
市
／
寺
林
啓
子
さ
ん
】

※
感
心
で
す
。万
が
一
の
た
め
の
備
え
と
し
て

社社
労労
士士
提提
携携

二二
〇〇
二二
〇〇
年年
四四
月月
一一
日日
かか
らら

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
とと
連連
携携

働
き
方
改
革
・
事

業
所
対
策
と
し
て
、

組
合
員
事
業
所
に
必

要
な
対
応
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
よ
う
、

「
社
会
保
険
労
務
士

法
人

テ
ィ
グ
レ
」

と
業
務
委
託
契
約
を

し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に

は
、
労
動
管
理
、
労

働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
連

携
し
て
い
る
社
会
保

険
労
務
士
に
相
談
で

き
ま
す
。

電
話
相
談
に
つ
い

て
は
無
料
。
労
務
相
談
会
に

つ
い
て
は
三
十
分
無
料
で
受

け
る
こ
と
で
き
ま
す
。

〇
電
話
相
談
�
随
時

〇
労
務
相
談
会
�
予
約
制

・
日
時
�
四
月
三
十
日
（
木
）

午
前
十
時
・
十
時
三
十
分
・

十
一
時
・
十
一
時
三
十
分

（
各
三
十
分
ず
つ
）

・
場
所
�
全
建
愛
知
会
館

・
申
込
締
切
�

四
月
二
十
三
日
（
木
）

※
ご
相
談
の
方
は
、
ま
ず
組

合
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

令令和和２２年年３３月月１１日日現現在在のの
組組織織人人員員はは、、1133,,338822人人。。
引引きき続続きき組組織織拡拡大大ににごご協協
力力よよろろししくくおお願願いいししまま
すす。。

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日

は27日（月）です。24日（金）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。

尚、引落不能の場合は、下表

のとおり翌月

に延滞金が加

算されます。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
近
況
報
告

に
つ
い
て
は
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
と
っ
て
も
危
険
。
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
は
要
注
意
で
す
。

⑤
…
の
横
好
き

⑦
揺
り
返
し
と
も
言
い
ま
す

⑧
蝋
燭
っ
て
読
め
ま
す
か
？

⑩
熊
本
名
物
。
か
ら
し
…

⑪
座
っ
て
精
神
統
一
し
ま
す

⑬
イ
ー
ゼ
ル
で
す

⑮
陸
上
で
最
大
の
動
物

⑰
川
で
生
ま
れ
海
で
育
ち
ま
す

⑱
一
六
〇
三
年
に
始
ま
っ
た
…

時
代

⑲
歴
史
的
に
有
名
な
茶
人

㉓
歌
人
で
す
が
、
野
球
殿
堂
入

り
し
ま
し
た
。
正
岡
…

㉔
職
人
…
、
昔
…

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
宇
都
宮
、
浜
松
と
い
え
ば

②
南
の
島
の
シ
ン
ボ
ル

③
防
災
・
減
災
の
た
め
に
は
日

ご
ろ
か
ら
…
が
大
切

④
目
か
ら
落
ち
る
こ
と
も

⑤
曲
げ
た
り
茶
を
沸
か
し
た
り

⑥
指
揮
を
す
る
こ
と
で
す
。
…

を
取
る

⑨
ス
エ
ズ
や
パ
ナ
マ
が
有
名

⑫
ア
ス
リ
ー
ト
が
付
け
ま
す

⑭
「
一
つ
と
や
」
で
始
ま
る
歌

⑯
多
年
草
の
山
菜
。
「
…
の
大

木
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

⑰
左
に
曲
が
り
ま
す

⑳
贈
り
物
に
添
え
ま
す

㉑
役
に
立
つ
、
文
明
の
…

㉒
…
運
動
、
…
下

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
四

月
八
日
（
水
）
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
�

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

オ
ン
ダ
ン
カ

■
当
選
者

西
原

進
浩
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
五
月
号
の
原
稿
締
切

四
月
六
日
（
月
）

【
編
集
後
記
】

◎
連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
で
持
ち
切

り
で
す
ね
。
皆
様
、
予
防
対

策
は
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

キ
ャ
ロ
ッ
ト
ま
で
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
「
支
部
レ
ク
記
事
」
が
掲

載
出
来
な
い
事
で
す
。

各
支
部
が
予
定
し
て
い
た

支
部
レ
ク
が
中
止
等
に
な

り
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何

か
策
を
練
ら
ね
ば
…
。

○さ

組組織織人人員員

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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